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目的

　本研究は，看護師免許と養護教諭免許のダブルライセン
ス取得を目指す看護学生が，看護学実習および養護実習中
にどのような場面でストレスを感じたのか，ストレスを感
じた際にどのようなサポートが実習をやり遂げるために効
果的だったのかを明らかにすることを目的とする。

方法

　研究デザインは，半構成的面接法による質的内容分析研
究である。研究期間は2025年８月４日～９月１日。調査
対象者はA大学の４年生で，看護学実習および養護実習
を終了した５名である。主な調査内容は， 実習中に学生が
ストレスと感じた場面，効果的だったと感じたサポート，
サポートがもたらした変化等である。得られたデータは，
逐語録を作成後，コード，サブカテゴリー，カテゴリー化
した。本研究は,杏林大学保健学部倫理審査委員会の承認
を得て実施した（承認番号：2025-27）。

結果

　実習中のストレスと感じた場面は，60コード，23サブ
カテゴリー，【記録による負担】【初めての実習や慣れない
環境に伴う負担】【指導者・教員との関係による困難】【患
者との関係や援助に伴う負担】などの７カテゴリー，効果
的だったと感じたサポートは，51コード，22サブカテゴ
リー，【愚痴や話を聞いてもらう】【褒められたり，頑張り
を認めてもらう】【声掛けや励まし】【指導や助言をしても
らった】【一緒に支え合った】などの８カテゴリーが抽出
された。
　サポートがもたらした変化は，33コード，15サブカテ
ゴリー，【モチベーションの向上】【心理的負担の軽減】【対
処方法が分かってきた】【自己評価までは上がらなかった】

などの７カテゴリー，望ましかったサポートは，17コード，
８サブカテゴリー，【事前に患者情報や情報共有の時間が
欲しい】【指導・支援に関する希望】などの２カテゴリー
が抽出された。

考察

　ダブルライセンス取得を目指す看護学生のストレスに
は，通常の実習に加えて異なる環境への適応が求められる
ため，特有のストレスを抱えやすいことが示された。効果
的なサポートとして，今井（2021）は，「看護学生に生じ
がちなストレスの対処行動として，友人や両親，先生に話
す，相談，聞いてもらう，表現するという行動がある」と
述べていたが，今回の結果も同様に，友人や家族，教員に
よる傾聴や相談対応，励ましや承認の声かけ，気にかける
関わりが挙げられた。また臨床指導者や教員からの具体的
な助言や指導も効果的なサポートとなり，モチベーション
の向上や自己効力感の向上，心理的負担の軽減につながっ
ていることが伺えた。
　一方で，教員との相性などによりサポートが十分に機能
しない場合もあることも伺えた。そのため，複数の相談先
を確保する体制も必要と考えられた。
　以上より，学生一人 ひとりに応じた支援と，安心して
相談できる環境づくりが，実習をやり遂げるために重要で
あることが示唆された。
　本研究は，専攻特性やサンプル数の点から結果の一般化
には限界があるため，今後は，調査対象者も広げ，得られ
た知見の妥当性を検証していきたいと考えている。
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